
令和5年度実施　卒業生アンケート結果（令和2年度卒業生）

調査期間 令和5年9月15日～9月30日

調査対象者数 124 名

アンケート回答数 15 名 回答率 12.1%

 ①人間環境大学は第一志望でしたか。

はい 8

いいえ 7

(空白)

総計 15

 ②本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされています

か。

ある程度活かされている 8

あまり活かされていない 4

十分活かされている 2

全く活かされていない 1

(空白)

総計 15

行ラベル 個数 / ①現在、お仕事をされていますか。

はい 14

(空白)

総計 14

行ラベル
個数 / ②①で「はい」を選択された方は、以下から一つ選

んで下さい。

卒業時と同じ仕事 8

転職した 4

卒業後は進学した 1

(空白)

総計 13

行ラベル 個数 / ⑺後輩に今の会社を薦めますか。

はい 3

いいえ 7

(空白)

総計 10

53%

47% はい

いいえ

(空白)

①人間環境大学は第一志望でしたか。

①人間環境大学は第一志望でしたか。

集計

ある程度活かされ

ている

あまり活かされて

いない

十分活かされてい

る

全く活かされてい

ない

②本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされていますか。

②本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされていますか。

集計

はい

(空白)

①現在、お仕事をされていますか。

個数 / ①現在、お仕事をされていますか。

集計

卒業時と同じ仕事

転職した

卒業後は進学した

(空白)

②①で「はい」を選択された方は、以下から一つ選んで下さい。

個数 / ②①で「はい」を選択された方は、以下から一つ選んで下さい。

集計

はい

いいえ

(空白)

⑺後輩に今の会社を薦めますか。

個数 / ⑺後輩に今の会社を薦めますか。



⑺後輩に今の会社を薦めますか。その理由を教えてください

Q4．人間環境大学（特に就活指導について）および後輩に対して、ご自由にコメントをお書きください。

勉強が忙しいと思いますが適当に決めずにしっかりと考えて進めて行くことが大切です。最初に私が就職した農園は年間休日が70日しか

なくその情報も入社するまでわかりませんでした。年間休日など企業情報の確認が重要です。中小は企業情報をあやふやに記載すること

があるので注意してください。

階級社会であることを考えると忍耐力がないと続けることは難しい仕事だから。

業績が安定している

やりがいがないから

サービス残業が多いため

働きながら常に勉強ができる環境で、難しい仕事ではありますがやりがいも得られる仕事です。

休みも週に2日しっかり休めて残業もほとんどなく毎日定時に帰ることができています。

また、積極的に学会への参加や外部の研修の参加ができるので自分の身になります。入社後の研修もしっかりされるので、業界未経験で

も活躍できると思います。

就活は1つの分野に絞らず、様々な仕事を見てみるとより面白いと思います。

安定していてとても働きやすい職場

私は実家を継ぐために、建築関係から転職して美容業界に入りました。仕事となると毎日の占める時間も多いです。なので一緒に働く年

齢なども仕事をする上で楽しさだったりに影響するのではないかと思います！

その点美容業界は常に若い人材が在籍しているので私は働きやすく感じました。

給料も申し分なく、休暇も多いので働きやすいです。非常勤という点で、長く続けることを考えると昇給がないのがネックですが、仕事

内容では子どもたちと接する機会も多く、大学・大学院での学びを生かした職となっており充実しています。大学での勉強が知識のベー

スとなり、大学院での実習が即戦力に繋がった点と思います。

ホールディングスのグループ会社に建設コンサルタント業界でトップの日本工営が入っていることもあり、とても安定しているし、福利

厚生も充実している会社だと思う。環境に関わる仕事や人と関わる仕事など、大学での学びを活かすことが出来ると思う。

がんばってください。

とにかく何が何でもしっかり就職活動を行うこと。最初から業界を狭めたりせず、幅広く業界を見ること。

実際に飛び込んでみないとわからないことだらけなのが、就職活動だと思っています。自身に向いている仕事が一体なんなのかを探すの

は大変な事かもしれません。けれど、そこを実際にやってみて判断できればそれで良いのかなと思います！就職先が多くて迷う事はある

かもしれませんが、頑張ってください！応援しています！

とにかく早く行動すること一択です。また、既に就活を終えた先輩や新社会人(特に自分と同じような職種、業界を目指す人)にコツを聞

くことが面接においては1番かと思います。

頑張って

フリーターでも案外なんとかなりますよ

職種未経験者では業務遂行が難しいため。

基本業務が夜勤のようなものだから

業務内容と賃金が見合ってない

早めに準備して、自分が何をしたいのかどんな所で社会に貢献したいのかを分析して就活した方がいい。

なし



令和５年度 人間環境大学人間環境学部令和２年度卒業生アンケート 結果の分析 

 

【実施日】令和５年９月 15 日から９月 30 日 

【回収率】15 名／124 名（回答率 12.1％） 

設問１の「人間環境大学は第一志望でしたか。」に対して「いいえ」と回答したのは 15

名中７名（47％）で、前回調査結果では 11 名中 3 名(27.3%)という回答であった。元々

のサンプルが小さいので、結論的なことは言い難いが、「いいえ」反応が増えたことは、

本学よりも偏差値帯の高い大学を第一志望とした学生が増えた結果ではないかと推察され

る。 

また、設問２の「本学で学んだ専門的な内容は、仕事に活かされていますか。」に対して

は、「ある程度活かされている」「十分活かされている」と回答したのは 15 名中 10 名

（66.6％）で、前回調査の 11 名中 9 名(81.8%)よりも低いという結果であった。本学で修

得した専門知識を仕事に活かすことができているとの認識が、採用側で高まるような学び

の体制を一層強化していくことが必要であろう。 

設問「現在、お仕事をされていますか」に対して「はい」と回答したのは 14 名中 14 名で

100％の回答であった。前回調査の 7 名(63.6%) よりも増加している。その仕事について

卒業時と同じ」、「転職した」、「卒業後は進学した」の３択で回答を求めると、「卒業

時と同じ」８名、「転職した」４名、「卒業後は進学した」１名、という回答結果であっ

た。 

全体的に回答者数が少ないために、正確な傾向を掴むことは難しいが、そのような限界があ



るものの、本学を第一志望として選んだ学生が減少しているという結果は、本学が少しずつ

ではあるが入学の難しい大学の滑り止め的な位置を獲得しつつある可能性が指摘できよう。 

次に、本学における学びの結果として、それらの学びが仕事にいかされているという認識が

それほど強くないところは検討材料であろう。ただ、環境系と心理系とでは、その仕事の内

容も異なるであろうから、単純な推測は禁物であろう。今後は、回答者数を増やすような努

力を行い、より正確な情報を得るような試みが検討されるべきであろう。 
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